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資料1－1  

WHO－FIC韓国会議報告について  

WHO，WHO－FIC韓国協力センター（申請中）共催  

平成21年10月10日（土）～16日（金）  

韓国ソウル市  

韓国カトリック大学ソンシンキャンパス国際コンベンションセンター  

WHO，WHO協力センター、厚生・統計関係部局、オブザーバー等約150名  

主催  

開催期間  

会場  

参加者  

主な議題について  

（1）各種委員会報告  

● 諮問委員会（Council）  

＞ 各グループ及び委員会のWOrkplanの見直しを目的としたピア・レビューア  

を指名（WHO－FIC全体のピア・レビューアとして、藤田伸輔ICF専門委員、   

教育委員会のピア・レビューアとして日本病院会横堀由喜子氏（大井利夫ICD  

専門委員代理））  

＞iCAMPの報告  

＞ 伝統医学に関する分類の追加を検討中。  

＞ SnomedCTは、ICD とのリンケージに関してのみ無料で使用可能とする旨  

川TSDOと合意。  

＞ 次回執行小委員会（SEG）WHO－FIC諮問会議（counci］）、RSGは来年4月に予  

定。  

＞ 第2回iCAMPも4月に予定。  

＞ 次年度WHO－FIC年次会議  

2010年10月16日～22日 於：カナダ（トロント）  

＞ 諮問会議議長選挙（2010－2011）  

Ms．Marjorie Greenbergと Dr．Stefanie Weberが選出。  

＞ ポスターセッションの実施方法について意見交換   



● 普及委員会（Implementation Committee（IC））  

＞ 現在、両議長により世界の普及状況を調査中。  

＞ 中南米、フランス語圏、イタリア、ヨーロッパの各ICF普及活動の報告  

＞ モザンビークにける簡易疾病リストの利用の報告  

＞ アジア・パシフィックネットワーク会議について報告  

＞ 次年度より、WHOヰtCへ初めて参加する者は、まず、普及委員会に参加し、   

自分の役割とニーズを発表すること。また、全ての協力センターは、代表者   

を1名以上普及委員会に参加させ、ICDとICFの活動状況を報告すること。  

● 分類改正改訂委員会（Updating and Revision Committee（URC））  

＞ 2009年は81件の提案があり、会議開催前に55件について合意が得られ、26   

件が本会議で審議された。最終結果は以下の通り。  

61提案受理  

3  持ち越し  

3  不支持又は取り下げ  

6  ICD－11TAGへ照会  

8  MRGからの情報提供  

＞ICFプラットフォームの準備完了の報告  

＞ HINlインフルエンザについては、JO9において3桁分類にとどめる。  

＞ URCメンバー以外からの改正提案は関係するTAGに照会されること。  

＞ICDll改訂におけるURCの役割について議論  

● 教育委員会（Education Committee（EC））  

＞ICD、ICFの各電子トレーニングツール（WHOと教育委員会が作成）の紹介  

＞ 死因コーダー試験の追加実施の報告  

＞ 疾病コーダー試験の開発延期  

● 電子媒体委員会（Electronic TooIs Committee（ETC））  

＞ CTK（Classification TooIKit）の開発状況報告、［CFへの活用  

＞ ClaML（多言語変換）の開発状況、活用の報告  

＞IRIS（言語に依存しない自動死因コーディングシステム）の開発状況報告  

▼ 
¶「逼ち   



＞iCATの開発報告  

● 国際分類ファミリー拡張委員会（Famify Development Committee（FDC））   

＞ICH［（医療行為の分類）の開発報告（contentmodelへの導入検討、ICFとの  

マッチング）   

＞1CPC（プライマリケアに対する国際分類）の検討   

＞ 伝統医学を国際分類へ統合（検討中）   

＞ SHA（System of Hea7th Account）の紹介  

● 死因分類改正グループ（Mortality Reference Group（MRG））  

＞ 死因分類に使用するICDコード、死亡統計に使用する原死因選択ルール等40議   

題について検討・議論  

＞ Mortality Forum（MRGが運営する死因コーディングに関するオンラインフォ   

ーラム）の今後の運営t管理の検討  

＞ 周産期死亡、特に「超未熟児」に関連した1CDの総論等の変更（死因コーディ   

ングルールの注意書きの見直し）の検討  

＞ICD－11改訂に向けて死亡診断書の改訂検討（周産期死亡の情報を死亡診断書   

に盛り込む案の提示）  

● 疾病分類グループ（Mobidity Reference Group（MbRG））  

＞iCAMPの参加者からの報告  

＞ 改訂作業におけるMbRG，MRG，URCの役割の検討  

＞ICD－10第2巻（日本語版第1巻）総論の疾病コーディング規則の体系的検討  

＞ main condition（主要病態）の事例検討、フローチャートの検討  

＞ seque］ae（続発症、後遺症）のコードに関する検討  

● ターミノロジーゲル，プ（Terminology Reference Group（TRG））  

＞ WHO国際分類とSNOMED－CTとのマッピング作業報告  

＞ 多言語ターミノロジーのためのインフォメーションモデルに関する報告  

＞ICD改訂、1CF、伝統医学分類等とオントロジーとの結合に関するアドバイス   

の検討   



●生活機能分類グループ（Functioning and Disabi＝ty Reference Group（FDRG））   

（コーディングルール、改正、tCDとの調和、評価と活用、教育、環境因子、タ   

ーミノロジーに関する8つのタスクグループにより構成）   

＞ ガイドラインの改訂作業にサービス受給資格の表の追加を検討。   

＞lCFのアップデートに向けてプラットフォームの作成。   

＞ ウェブベースのトレーニングツールの発表。   

＞ISO9999との協議に関する報告。  

（2）本会議  

● 韓国のHealthInformation Systemについて（プレゼンテーション）  

● 円卓会議Ⅰ（ICD－11α版に向けて）  

＞ RSGのシュート議長による説明  

o iCAMPを通じてツールの実用性が改善。  

○ 用語の不整合の問題、章ごとに異なる構造を採用するか等の問題  

○ 少なくとも（1）α版の具体的な形式の提示、（2）ワークフローと課題を  

確認、（3）TAG以外の広範囲な対象者と情報交換をする等は実施。  

＞ ウースタンWHO担当官による説明  

0lcampにおいて、iCATの使用方法、コンテンツ・モデル、ワークフロ  

ーなどの学習が目的で、合計40人（マネージング・エディター12人、  

分類専門官10人、コンピューター専門家10人、評価専門家8人）で  

活動。  

○ 今後の予定として、2010年5月にα版が完成し、1年間のフィードバ  

ックを受け付ける。同時にβ版を作成して、誰でもテストできるよう  

にする。その後2年間のフィールドーテストを実施して、2013年9月  

に一般公開用の最終版を作成。  

o iCAMP参加者からのコメント  

● ポスターセッション1（ICD及びICF）   

日本から日本病院会横堀由喜子氏（大井利夫ICD専門委員代理）が発表“Current   

Status of Education on Hea［thInformation Managenlent arOund the World”   



● ポスターセッション2（プライマリケア）   

日本から藤田伸輔ICF専門委員が発表“Expectation and requirement ofICD－11   

for Primary Care”  

● 円卓会議Ⅱ（プライマリケア）  

＞ WONCA代表による基調講演  

＞lCPCの歴史  

＞ プライマリケアにおける伝統医学の位置づけ  

＞ アジアパシフィックネットワーク会議においての検討報告  

＞1CD－11で1つのユースケースとしてプライマリケアを検討   



資料1－2  

WHO－FIC韓国会議におけるICFの動向   

2009年10月10日から13日の間、WHO－FICネットワークの年次会議中に生活機  

能分類グループ（FDRG）の会議が開催された。   

議 長：RosMadden、GeroldStucki   

ピア■レビューア：AlberchtZaiB、GordonTomes  

FDRGでの1年間の活動報告がされた。  

t 中間年次会議の開催：2009年7月、ブラジル、サンパウロにおいて、ラテン・アメリ   

カ及びカリブICFネットワーク会議と合同で開催。  

－ ブリッジタスクグループ：ワシントングループとの共同作業（ICFの統計的活用及び   

ICFのガイドラインの分野）の報告。  

・FDRGは以下の8つの課題に基づいて検討グループが組織されている。詳細は   

以下による。  

①コーディング・Jレールやガイドライン：（Taskleader：DianeCaulfeild）   

Coding GuidIineという言葉から厳格なルール作りをしていると誤解を受けている   

が、ICFの利用を促進するために活用の留意点をまとめた「手引き書」の作成を行   

っている。会議参加者からは多くの問題点が指摘され、サービス受給資格の表の   

追加が提案がされるなど、昨年からの議論にひき続き、まだ最終版にいたってい   

ない。  

②ICF改正（Taskleader：NenadKostarusek）   

ICF改正用のプラットホームが完成した。今後具体的に運用するためのTermsof   

referenceを作成し、FDRG及びURC（分類改正改訂委員会）の投票を含むICF改   

正の管理プロセスを確認した。また、使用方法を記載したICFのユーザーガイド  

についても検討を行った。  

③ICDとの関係（Taskleader：CatherineSykes）   

ICD－11作成ツール（トCAT）にfunctionaJimpactを記入する項目が作成されたこ   

とが報告された。その項目は用語の統一などICFとの調整が必要であり、FDRG   

に作業協力が依頼された。しかし、ICDの項目の中に取り入れることには相当強   

い反発があり、引き続き検討することになった。   



④ICFによる評価や統計的活用（Taskleader＝GeroldStuckiandJudithHo”enweger）   

一般的に利用可能なICFのコアセット（parsimonious set）版がほぼ完成した。11  

月までにフィールドテストの実施要領案を検討し、12月から2010年3月までフィ   

ールドテスト行う。その際各国の協力センターはできるだけ障害当事者にも参加  

してもらうように努力する。その結果をまとめて2010年に完成を目指す。  

⑤ICFの教育（Task［eader：CassiaMariaBuchalra）   

WEBでのトレーニングツールを発表した。今年中に素案を完成して公開し、メンバ   

ーによるフィールドテストを行いたい意向である。   

また、ビギナーズガイドが出来てから10年近くたち、概念の周知からコード化など   

の活用につながるガイドが必要とのことから、ICF Overviewの作成を開始するこ   

とになった。検討のため小グループをたちあげる。  

⑥倫理と人権（Task］eader：JeromeBickenbachandMatildeLeonardi）   

2009年に引き続き2010年もイ9J）アでInternationalConference on Disability，   

JusticeandLong－termCareを開催する予定。また、国連から障害者権利条約の   

モニタノングを要請されている。そこにICFを活用したい。  

⑦環境因子（Taskleader：JaniceM川er）   

ISO9999との協議を行ったことの報告があった。今ISOは見直しの時期なので、   

ISO9999とICFとの食い違いを是正し、統一を図る協議を急ぐ必要がある。  

⑧ICFにおけるターミノロジーとオントロジー   

（Taskleader：NenadKosta両sekandMattiqjaIa）   

ICFの分類項目の定義を用いた情報モデルの作成、オントロジーの開発を引き  

続き検討している。  

次回FDRG：2010年6月頃を検討中  

‾丁す－ご‾1．   



生活機能分類の活用に向けて  

一共通言語としてのICFの教育・普及を目指して－  

シンポジウムの開催について  

標記について、以下のとおリシンポジウムを開催いたしますのでお知らせします。  

多数の御参加をお待ちしております。  

1開催日時：平成22年1月24日（日）12：00開場 13：00開始  

2 会  場：明治大学リバティータワー1階「リバティーホール」  

〒10卜8301東京都千代田区神田駿河台1－1TELO3－3296－4545  

JR中央線・総武線・東京メトロ丸ノ内線／御茶ノ水駅下車徒歩3分  

東京メトロ千代田線／新御茶ノ水駅下車徒歩5分  

都営地下鉄三田線・新宿線・東京メトロ半蔵門線／神保町駅下車徒歩5分  

3 費  用：参加無料  

4 主  催：厚生労働省  

5 協  賛：財団法人厚生統計協会  

6 協  力  日本保健医療福祉連携教育学会、  

ソーシャルケアサービス従事者研究協議会  

社団法人 日本社会福祉士会、社団法人 日本医療社会事業協会  

社団法人 日本精神保健福祉士協会、日本ソーシャルワーカー協会  

7 開催主旨  

ICF（生活機能分類）が2001年5月にWHO総会で採択されて以来、普及を促進す  

るための研究開発が行われてきたが、2006年WHO－FICネットワークチュニス会議に  

おいて、ICFを検討するFDRG（生活機能分類グループ）が設置されたことを受けて  

WHOの専門家会議において普及啓発、教育など活発な議論がなされており、世界中  

の関係者から注目を集めている。我が国においても普及の可能性、利用における課  

題や問題点を明らかにするため、介護、リハビリテーション、医療連携等における具体  

的な研究や、活用事例の報告が行われているところである。  

今回のシンポジウムでの活用事例の報告発表等を通じ、ICFに関する異職種間の  

情報交換が活発化し、連携が促進されることが期待される。   



8プログラム  

開 場  

開会挨拶  

講 演（①：木村 隆次）  

講 演（②：藤田 伸輔）  

休 憩  

講 演（③：安西 信雄）  

講 演（④二大川 弥生）  

休 憩  

パネルディスカッション  

質疑応答  

閉会挨拶  

12：00   

13：00 ～   

13：10 ～   

13：35 ′〉   

14：00 ～   

14：15 ′〉   

14：40 ′〉   

15：05 ～   

15：20・、■   

16：30 ～   

16：50  

13：10   

13：35   

14：00   

14：15   

14：40   

15：05   

15：20   

16：30   

16：50  

【講 演 者】  

国立精神・神経センター病院副院長   

国立長寿医療センター研究所生活機能賦活研究部長  

日本介護支援専門員協会会長   

千葉大学医学部付属病院地域医療連携部准教授  

安西 信雄  

大日 弥生  

木村 隆次  

藤田 伸輔  

【パネリスト】   

国立精神・神経センター病院副院長   

国立長寿医療センター研究所生活機能賦活研究部長  

日本介護支援専門員協会会長   

千葉大学医学部付属病院地域医療連携部准教授  

（指定討論者）   

郡山市医療介護病院保健福祉等事業推進室長   

新潟医療福祉大学医療技術学部教授  

安西 信雄  

大川 弥生  

木村 隆次  

藤田 伸輔  

島野 光正  

真柄 彰  

司会進行 ＝ 厚生労働省大臣官房統計情報部人口動態・保健統計課  

疾病傷害死因分類調査室長  瀧村 佳代  

座  長：社会保障審議会統計分科会  

生活機能分類専門委員会委員長  大橋 謙策   



9 申し込み・問い合わせ  

申し込み方法：下記Webサイトより登録をお願い致します。  

http：／／wwwjigyou．com／icf／  

申し込み先 ：〒180－0013  

東京都武蔵野市西久保1－3－12オークビル5階  

「生活機能分類の活用に向けて－共通言語としてのICFの教育・  

普及を目指して－シンポジウム」事務局  

（オスカー・ジャパン株式会社内）  

e－mail：icf＠oscarlaPan．COm  

TEL：0422－59－1878 Fax：0422－59－1809  

（平日10：00－12：0013：00－16：00）  

申し込み締切：平成22年1月12日必着  

問合せ先  ：厚生労働省大臣官房続計情報部人口動態・保健統計課  

疾病傷害死因分類調査室  

電 話：03－5253－1111  

担 当：及 川（内線7464）石 山（内線7493）  

10 参加者の方へ  

○ 事務局の指定した場所以外の場所に立ち入ることはできません。  

○ アラーム付きの時計、携帯電話等音の出る機器については、音のでないようにし  

てください。  

○ 写真撮影やビデオカメラ等の使用は事務局の指示に従ってください。  

○ 会場での、飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

○ 静粛を旨とし、シンポジウムの妨害となるような行為は謹んでください。  

○ 危険なものを持っている方、酒気を帯びている方、その他秩序維持のため必要  

があると認められている方の参加はお断りいたします。   



11アクセスマップ  

¶「   



◎⑳⑳◎◎シンポジウム  

IC F  
Intern∂tion∂lCl∂SSi円c∂tionof  

Functtonin9，DisabiLitgandHeaLth  

生活模能分類の  
活用に向けて  
～共通言語としてのICFの教育・普及を目指して～  

平成22年1月24日（日）13：00～1了：00  

明治大学リバティータワー1階・リバティーホール（東京・駿河台）  

主催 厚生労働省 協賛 財団法人厚生統計協会  

協力 日本保健医療福祉連携教育学会 ソーシャルケアサービス従事者研究協議会  
社団法人日本車t会福祉士会 社同法人目木医療社会事業協会 社団法人日本栴神保恨福祉士協会 日本ソーシャルワーカ“協会  

●講 演（テーマは仮）  

『新予防給付におけるアセスメント・ケアプラン作成の考え方』木村 隆次 日本介護支援専門員協会会長  

『退院支援におけるl〔F評価の試み』藤田 伸輔 千葉大学医学部付属病院地域医療連携部准教授  

『精神障害領域における忙Fの活用に向けて』安西 信雄 国立精神・神経センター病院副院長  

『忙Fの活用「生きることの全体像」についての「共通言語」として』大川 弥生  

●パネルディスカッション  

座長  大橋 謙策 社会保障審議会統計分科会 生活機能分類専門委員会委員長  

パネリスト 講演者4名  

（指定討論者） 真柄  彰 新潟医療福祉大学医療技術学部教授  

島野 光正 郡山市医療介護病院保健福祉等事業推進室長  

国立長寿医療センター研究所生活機能賦活研究部長  

糾し込み・お同い合わせ http：／／www．JlgyOu．（Om／i⊂f／ ●●  

Webサイトの申し込みフォームから、または裏面の参加申込書にてFAXでお申し込みください。   





参加申込書  
■－－－■■■ ■－－－－－－－－一一－一一一 －－－－一－－－－一一－－－－－－－一一－一一－－－ －－－－－－－－－－－－－t一一－－－－一一－－－■一一■－■－一一  

下記にご記入のうえ、FAXか郵送にてお申し込みください。  

先着順に折り返し参加証をお送りします。  
l  

なお、参カロ申し込みは、定員になり次第締め切らせていただきます。  
l  

－■ ■ ■ ■ － － ■ ■ ■ － － ■ － ■■ － ■ － － － － － t 一 ■■一 一 － － －－ － ■－ － － －■ － － － － －－ － － － 一■ － 一 一 －－ －－ － －■ － 一 一－ － － － 一 一 】 － ■ ■ －■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ 一■ ■ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾  

◎⑳⑳⑳⑳シンポジウム  

生活機能分類の活用に向けて  
～共通言語としてのtCFの教育・普及を目指して～  

平成22年1月24日（日）13：00～17＝00  
明治大学t」パティ一夕ワー1階リバティーホール  

記入事項  

フリガナ：   

氏 名：  

所属（勤務先）  

所属部署  

FAX：   

メールアドレス  

シンポジウム事務局（オスカー・ジャパン（株）内）平即0：00～12：00、13：00～16：00  

〒180－0013 東京都武蔵野市西久保ト3－12 オークビル5隋  

螢Tel：0422－59－1878 ㊧Fax：0422－59－1809 ⑳e－maiI：i⊂f＠OSCar－）aPan．⊂Om   



ICDの改訂のための組織  

i＋＋  
イ；〉野別専門部会ヽ  

豊  
、 ．．．．＿ ＿ ＿ ■′  

＝T  ＋  ＋  ＋  

佃野別専門部会ヽ  

．i．＿こ  
、 ＿．．．．＿ ＿ 一■  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

野別専門部会   

皮膚   
TAG  

野別専門部会  

筋・骨格系   
TAG  

分野別専門部会   

眼科TAG  

分野別専門部会   

母子TAG  

分野別専門部会  

希な疾患TAG  

分野別専門部会   

腫瘍TAG  

分野別専門部会   

内科mG  

分野別専門部会   

精神TAG  

分野別専門部会   

外因TAG  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ   

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

ワーキング  
グループ  

分野別専門部会  

HealthInformationModelingTAG  

M．Musen（StanfbrdUniversity）  



ICD－10 →ICD－11へ  

＜WHO側の当初予定＞  

。2006年‥3つの視点（科学、臨床、公衆衛生）から作業計画を作成   

。2010年‥1CD－11草案（α版（※））の公開 ～2011年ICD－11α版を基に協議  

ICD＿11に向けては、二つの草案が作成される予定  
・：・   

・α版：WHO－FICネットワークメンバーや専門家向けの草案。  
・β版＝ データに基づく検証を行うためのフィールド■テスト用の草案。  

科学的知見の収集に留まらず、試験的に改訂版を運用し、実際に活用可能か  
どうか等についての検証もこの版を基に行う予定。  

0 2011年：ICD－11β版公開、フィールド・テストの開始～ 2012年データ収集  

。2013年‥一般レビュー用の最終版の公開 ～2014年調査の実施、レビューの公   




